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【０】本稿の課題―スーチーの民主化運動はローカルからグローバルへの開放系である
　本稿は、すでに提出した別稿「アウンサンスーチーの民主化運動における慈悲と平和な社会の
構築」（以下田﨑 2013 と略称）の姉妹編である。田﨑 2013 を「実践資料篇」とするならば、本稿
は「理論篇」に相当する〔田﨑 2013 は『東洋学研究』東洋大学東洋学研究所、第 50 号、2013 年 3 月末の刊行
予定〕。両稿では「アウンサンスーチー（以下スーチーと略称）の民主化運動」という語を使用する
が、この語はあくまでも、スーチーの言葉「私は民主主義を求めて闘うビルマの大多数の人たち
の中の一人です［ I am one of a large majority of people in Burma struggling for democracy.］」〔Freedom1995, 
p.199…1988 年 8 月 29 日の The Times（ロンドン・タイムズ）掲載〕を踏まえてのことである。
　ビルマ（ミャンマー）史上、第二期軍政（1988 － 2011 年…3 月 30 日のテインセイン大統領の新政
権成立により民政移管完了）は、反体制・民主化運動の国民的高まりのなか、1988 年 9月 18 日の、
第一期軍政（1962－88年のネーウィン体制…ビルマ社会主義計画党の一党独裁体制）からのバトンタッ











化を目指す政党など―を果たしていく〔スーチーと NLD は 1990 年 5 月の総選挙で勝利するが政権は移譲
されず、軍政の正当性なき統治が決定的となる…軍政と中国などとの関係強化は工藤編 2012，22 －6 頁を見よ〕。
　上の両稿は、こうしたスーチーのビルマ民主化運動の見えにくい全体像


















なる変革（micro level）」よりはじまって、ビルマ国内の平和（meso level）、さらには世界の平和（macro 
level）へと通じる道を切り開くのであり、ここにこそスーチーが民主化運動を通して見た〝ヴィ
ジョン（vision）〟があると、私は理解している〔3 つの level は Galtung1996 の preface を見よ〕。彼女が
試みる「下からの民主化（人々のエンパワーメントによる民主化）」は、自社会の変革にとどまらず、
地球社会の変革をも射程とし得る所に一大特徴がある。こうした運動を貫いているのが「慈悲」

















































キ ャ リ ア
歴的背景」がある。まずは、これを確認しよう。
　スーチーは、1945 年に建国と建軍の父と呼ばれる英雄アウンサン将軍（1915 － 47 年）の娘と
して「カリスマ性」をもって生まれる。元看護師で敬虔なビルマ上座部仏教徒である母キンチー
（1988 年 11 月に 76 歳で没）―スーチーは心温かく奉仕と分かち合いの心をもち、誠実さと勇気
と規律を体現したような人などと語る―に育てられ、1949－60 年まで（渡印後も）ミッション
系の高校とカレッジで学ぶ。ウー・ヌ政権下でインド大使となった母キンチーと共に、1960 年
に 15 歳でインド（4 年滞在しネルー一家との親睦、ガンジーの思想との出会い）に移り住んで以後、
1988 年３月に母危篤の知らせでビルマに戻るまで、イギリス（1964 年にオックスフォード大学の
S
セ ン ト・ヒ ュ ー ズ・カ レ ッ ジ
t. Hugh's College に留学して主に政治学と経済学を学ぶなど）、アメリカ（1969 － 71 年にニューヨー
クの国連事務局で、国連開発計画などの運営に関わる行財政予算問題諮問委員会の専任スタッフとし




イケル・アリス（1945 － 99 年…ブータン、チベット仏教の研究者）と結婚している〔以上の記述は伊








and compassion…慈悲のこと］が備わっている人」（1988 年に民主化運動に参加し同年 9 月に NLD 副
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内に根づかせていく試みであり、大沼保昭の主張する「文際的人権観の模索」の一例と言える〔大







potential］をもつことなどの点で、人間に最高の価値を置く［places the greatest value on man］」、「人








思想的な統合システムであること［an integrated social and ideological system based on respect for the 
individual］」。③人権（世界人権宣言の第一条）が「人間は生まれながらに尊い存在であること［ the 
inherent dignity... of human beings］」を、つまりは〝人間の尊厳〟を基調にしていること〔「人間の尊厳」




を構成する大切な存在である［ the precious human component of the state］」と見ないこと、すなわち〝暴




















































『開かれた多元社会［ the open,pluralistic society］』の他の潜在的な支持者ばかりでなく、地方と国際
的な経済共同体［ the local and international business community］から彼女を遠ざけている」〔Lintner1997〕
と言う。また、根本敬は、「大乗仏教やキリスト教、イスラム教の信徒のあいだで彼女の教えが




る［Some have questioned the appropriateness of talking about such matters as metta（loving-kindness） 










元でも国際的な次元でも、政治と倫理のより強い結びつき［a closer relationship between politics 
and ethics］を必要とせざるを得ない」〔Freedom1995, p.182；『自由』274 頁〕ともいう。
　こうしたスーチーの「政治と宗教（特に仏教の倫理面）はいずれも人間に関わることであるから、
これを分離しない」という見解がマハトマ・ガンディー（1869 － 1948 年）の影響によることは、
すでに指摘されている。伊野憲治は、彼女がガンディーから受けた影響（四点）の一つに、「政
治の基礎に倫理を置くこと」をあげ、これについて「真理の実践としての政治。つまり政治にお




微々たる創造物をも、同一のものとして愛することができなければならない［one must be able to love 
the meanest of creation as oneself］。しかも、そうしたことを求める人間は、いかなる生活の分野か
らも［out of any field of life］離れるわけにはいかないのである。これが、私の真理に対する献身［my 
devotion to Truth］が私を政治の分野に引き込んだ理由である。しかも私は、何のためらいもなしに、
また極めて謙虚な気持ちで、宗教は政治と何ら関係がないと言う人たちは宗教の何たるかを知らな















































能性〟を、簡略には「暴力から平和への転換」〔藤田 2003, 8 頁〕の道筋を明らかにした所にある。
　ガルトゥングは、平和（peace）を「暴力のあらゆる種類の低減あるいは不在である［Peace is 
the absence/reduction of violence of all kinds.］」〔Galtung1996, 9 頁〕と定義する。平和とは「人間の努力
によって到達し得る社会の一定の状態」〔藤田 2003, 8 頁〕なのである。彼は、「苦しみの一形態で
ある人間の悲惨が存在するとき、そこには必ずどこかに暴力が存在する［Misery is one form of 




た場合、そこには暴力が存在する」〔ガルトゥング著高柳 / 塩屋 / 酒井訳 , 5 頁〕と定義される。つまりは、
暴力とは、個人だけでなく人間集団にとっても、「実現可能であったものと現実に生じた結果と
の間のギャップを生じさせた原因」、「潜在的可能性と現実との間のへだたりを増大させるもの」
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とは、政治システムや経済システム上の変革だけを意味するのではない。それらに加えて、文化
の変化がもたらす社会変革を無視することはできない。……むしろ一つの社会変革とは、政治・





態）」は、‘the direct-structual-cultural violence triangle’














言語・芸術・経験科学・形式科学［ religion, ideology, language, art, empirical science, formal science］が

























ングがガンディーより受けた影響はガルトゥング著高村訳 , 3 － 5 頁を見よ〕。このために、「暴力から平和へ
の転換」は、ガンディーの「手段（方法）と目的の一貫性（unity-of-means-and-ends）」〔Galtung1996, 
p.207、藤田 2003, 9 頁…『ヒンド・スワラージ』97 － 106 頁に論述〕の原則に従って、〝非暴力的、つまりは
平和的な手段・方法〟が採用さねばならず、「平和（正しい目的）は、平和的な手段（正しい手段）
によってのみ生み出される」とされる。
　下掲の＜図１＞は、「暴力の地層というイメージ［violence strata image］｣〔Galtung1996, p.199〕、すな








根底に暴力が存在することを示している。①は「出来事としての震動［ the earthquake as an event］」
に、②は「過程としての地殻プレートの動き［the movement of the tectonic plates as a process］」に、
③は「もっと永続的な状況としての断層ライン［the fault line as a more permanent condition］」に相




















































































　スーチーは、民主化運動に入る前に書いた『ビルマとインド （Burma and India…略号は ASSK1990）』
を、次の言葉で結んでいる。2012 年６月 17 日のノーベル平和賞受賞講演（略号は ASSK2012）
でも、同様のことを語っているので、両文を続けて引用しよう。
言説Ｃ：1940 年以後のビルマの発展は、急激な転変推移の繰り返しだった。そして今日まで、ビル
マは依然として、その本来の潜在能力が発揮されない社会［a society waiting for its true potential 
to be realized］のままである。〔ASSK1990, p.75；Freedom1995, p.135；『自由』222 頁〕
言説Ｄ：私たちは 1948 年の独立以来、国全体が平和であったと主張できる時期は一度もなかった。















Fink2001、工藤編 2010、工藤編 2012、スミス著高橋訳、ロジャーズ著秋元訳、ウ・タウン著 
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無差別発砲、不当逮捕、拷問など）」と理解して提示する。代表例は、1988 年８月６日の BBC 放
送による「BBC 特派員と学生との秘密会見の報道（主内容は 1988 年の三月事件の模様、六月事件






















ンゲル係数はここ 30 年間上昇傾向にあり、これは、ミャンマー市民の生活が 1988 年の市場経
済復帰後も好転するどころか、むしろ窮乏化していることを示すものという〔堀江 2011, 9 頁〕。さ
らに、スーチーは、『ビルマからの手紙』（略号は Letters；『手紙』）の中で、「ビルマの乳児死亡
率（乳児が千人中五歳未満で死ぬ割合で、Under 5 Mortality Rate、略称 U5MR）」に関して、国連報告
をもとに次のように述べている〔ミャンマーの乳児死亡率の問題は工藤編 2012, 21－2 頁も見よ〕。
言説Ｅ：ビルマの乳児死亡率は千人当たり 94 人で、東アジアと太平洋地域の国々のなかで四番目に
実践女子大学人間社会学部紀要　第９集　2012






















ずれもレヴェル「７」であり、人権はまったく遵守されていないという〔内田 2009, 15-7 頁…フリー



































にそぐわない力を使わないで下さい」〔ASSK1988 － 9, 42 頁〕と語りかけている。ガンディーも、非
暴力直接行動で「いちばん困難な仕事はその示威行動に規律を与えることである」と述べている
〔ロマン・ロラン全集，第 13 巻，240 頁…石田 1968，158 －62 頁は、ガンディーとキング牧師は非暴力運動において、
人々が規律を重んじて自ら理性的判断が出来るように教育することを自らの任務としたという〕。
　また、軍政下に社会が抱えている構造的暴力には、非暴力直接行動ばかりでなく、「権力への








合いがないというのであれば、理解を得ることはできません。〔ASSK1988 －9, 221 頁〕
　こうした非暴力の民主化運動を通して、スーチーと NLD は、1990 年５月（スーチーは自宅軟
禁中）の総選挙で、485 議席中の８割にあたる 392 議席を獲得して大勝利した。民意は、政権担
実践女子大学人間社会学部紀要　第９集　2012













法の支配・人権などの民主主義の原理と制度〔例えば ASSK1988 － 9 の諸所に出る〕、民主主義におけ
る〝問いかける心（the questioning mind）〟の大切さ〔Hope, pp.205 － 6；『希望』217-8 頁など〕、家庭に
おける暴力的でない教育の大切さ〔ASSK1988 － 9, 167-8 頁〕、現状肯定ではない現状を打破していく
積極的なカルマ（業
ごう
）論〔伊野 2001, 85 － 7 頁〕、女性の地位の向上（女性のエンパワーメント…後論











ながら、生きのびることになろう［Without a revolution of the spirit, the forces which produced the 









































も用いられる。このため、アマルティア・センや「バンコク NGO 宣言（Bangkok NGO Declaration 
on Human Rights）」などによってすでに批判されている〔センの批判はセン著石塚訳の「第 10 章」、セン

























論文集）に入れる予定の一部―の冒頭で、次のように書いている。1991 年 6 月には、軍政
は「文化革命（文化に関する愛国的基準の設定）」を宣言している〔スミス著高橋訳 163 頁〕。
言説Ｉ：ビルマにおける民主化運動の反対者（抑圧者）たちは、一方では、①人々（国民）には「何
が国家にとって最善であるか」を判断する能力がないと中傷すること［casting aspersions on the 
competence of the people to judge what was best for the nation］によって、他方では、②民主主義の
根本教義（基本的な原理や制度）はビルマ人には本来ないと批判すること［condemning the basic 
tenets of democracy as un-Burmese］によって、この運動を抑え込もうとし続けています。〔ビル
マも含めた〕第三世界の国々の政府が、②′自由な民主主義の原理を外来（欧米）のものである
として［as alien］非難することによって、〔自らの〕権威主義的な支配（権威主義体制）を正当化





unfitness for political responsibility］」と、②を「ビルマ社会に民主主義が適
ふ さ わ し く な い
し得ないこと［ the unsuitability 
of democracy for their society］」と言い換えて、この両者を「双子の作り話・神話［ the twin myths］」
と呼び、批判している〔②は Freedom1995, p.169；『自由』254－5 頁にも出る〕。以上の①と②は、演説「平
和と発展の文化のためのエンパワーメント（Empowerment for a Culture of Peace and Development…略
号は ASSK1994）」― 1994年 11月 21日の「文化と発展に関するユネスコの世界委員会（UNESCO's 






かかる悪弊を生み出す「抑えのきかない自由と利己的な個人主義の生みの親［ the progenitor of 
unbridled freedom and selfish individualism］」なのである〔と主張する〕。たいていは十分な根拠
もなしに、民主主義的な価値と人権は、国民文化［national culture］に反しており、またそれゆえ
に、それら〔価値と人権〕が何とか容認し得る位までは修正される必要があるとも主張する。人々
（国民）は民主主義に耐え得ないとも言われ［The people are said to be as yet unfit for democracy］、
それ故に民主改革を始め得るまでには無期限の長い時間を俟たなければならない〔とも主張す
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―を達成しようとするならば、民主主義は絶対に必要なものなのです［Democracy as a 
political system which aims at empowering the people is essential if sustained human development,which 
is‘development of the people for the people by the people,’is to be achived.］。〔Freedom1995, p.268；














統制の上に置く社会の確立を通してのみ達成され得るのです［This can only be achieved through 




す［ In this paradigm, development requires democracy, the genuine empowerment of the people.］。こ
れ（人々のエンパワーメント、人々が参加する民主主義）が達成される時、文化と開発は、自然に連
合して、すべてが価値あるものとされるような、そしてあらゆる種類の人間の潜在可能性［every 
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kind of human potential］が実現され得るような環境を創り出すことでしょう。〔Freedom1995, 
pp.269 －70；K üng （ed.）1996, p.233；キューング編吉田訳 332-3 頁〕
言説Ｏ：人間にとっての真の開発（発展）［The true development of human beings］は、単なる経済的
成長［mere economic growth］より遥かに多くのものを含んでいます。その核には、エンパワー
メントと内面的な成就の感覚［a sense of empowerment and inner fulfilment］がなければなりませ





とも指摘している〔ハヴェルは Hope, p.161；『希望』166 頁〕。なお、スーチーは、「女性のエンパワー
メント」も進めている。Jakarta Post 紙は、2012 年 4 月 1日の NLD の選挙勝利を受けた 4月 11













を目指したものです。〔Freedom1995, p.269； Küng （ed.）1996, p.232－3；キューング編吉田訳 31 頁〕
　国家は「人 （々国民）のエンパワーメント」をはかる政策を採るべきであり、これをしなければ、
「人々の湧き上がる願望の抗し難い潮流が柔軟性のない政府と衝突し無政府状態と混沌を招く」
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まれて、人々が苦しむ状況を考えたのであろう。2011 年 1 月 28 日の「世界経済フォーラム」 



















































る銅山開発を巡って、政府治安当局は 11 月 29 日未明、土地収用などに抗議していた住民や僧
侶らを強制排除して数十人が負傷している。後者はスーチーが現地調査に入る直前の強硬措置で




法」が整っていない〔2008 年憲法の問題点は伊野 2010 を見よ〕。また、民主化が進行中であったとし
ても、現役か退役かの違いはあれ、国軍の（旧）幹部が政治を担うことに変わりはない〔工藤編
2012, 310 －16 頁、326-38 頁には「軍政の成果とテインセイン政権の課題」がまとめて論じられている〕。
　2012 年、映画『The Lady アウンサンスーチー　ひき裂かれた愛』が日本でも公開され、スー 
チーについて知る人は、以前よりも多くなったに違いない〔秘密警察が潜んでいたビルマでは暗に、スー
チーは‘The Lady’と呼ばれた（三上 2008, 26 － 7 頁）〕。現在は、国会議員（2012 年 4 月の補選で当選し同






ン・クレメンツの言葉―「スーチーとの対話記録（1995 年 10 月から翌年 6 月まで）」である『希
望の声』（略号は Hope；『希望』）の新版に付した「序文（2007 年 11 月に執筆）」に出る―に耳
を傾けながら、本稿を閉じる〔クレメンツはヤンゴンの寺院でほぼ 5 年間修行するなどし、長く軍政による
民主化運動の弾圧や人権侵害の状況を目撃し記録してきた人物である〕。
　アウンサンスーチーの「非暴力的な精神の革命［nonviolent revolution of the spirit］」は、我々に、














1996年。＊スーチーが1988年8月24日～翌89年7月10日 （20日に自宅軟禁） までに国民民主連盟 （NLD） 
党員や一般国民に直接に語りかけた演説」を中心に、伊野氏が収集し構成して日本語訳した。
ASSK 1990：Aung San Suu Kyi （＝ASSK）. Burma and India：Some Aspects of Intellectual Life under 
Colonialism, India: Allied Publishers Pvt. Lyd., New ed. 1998［ first published 1990］. 
ASSK 1994：Aung San Suu Kyi.“Enpowerment for a Culture of Peace and Development.”自宅軟禁中の
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